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部会
ぶかい

作 業
さぎょう

チーム
ち ー む

（日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

とＧＨ・ＣＨ、住
す
まい方

かた
支援
しえん

）議事
ぎ じ

メモ
め も

（１２月
がつ

） 

 

１．日時
にちじ

：平 成
へいせい

２２年
ねん

１２月
がつ

７日
にち

（火
か
）１４：２５～１７：２５ 

 

２．場所
ばしょ

：厚 生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

低 層 棟
ていそうとう

２階
かい

講 堂
こうどう

 

 

３．出 席 者
しゅっせきしゃ

 

 大久保
おおくぼ

座 長
ざちょう

、光 増
みつます

副 座 長
ふくざちょう

、小野
お の

委員
いいん

、清水
しみず

委員
いいん

、奈良崎
ならさき

委員
いいん

、平野
ひらの

委員
いいん

 

 

４．議事
ぎ じ

要旨
ようし

 

（ 発 達
はったつ

障 害
しょうがい

、高次
こうじ

脳
のう

機能
きのう

障 害
しょうがい

、 難 病
なんびょう

、軽度
けいど

知的
ちてき

障 害
しょうがい

などのある 人
ひと

たちへの

必 要
ひつよう

な福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

について） 

  ・ 軽度
けいど

の知的
ちてき

障 害
しょうがい

の方
かた

に対
たい

するワンストップ
わ ん す と っ ぷ

機能
きのう

は必 要
ひつよう

。制度
せいど

の谷間
たにま

に落
お
ち、

行
ゆ
き場

ば
のない 精 神

せいしん
や 発 達

はったつ
など、 新

あたら
しい 手 法

しゅほう
としてワンストップ

わ ん す と っ ぷ
やたまり場

ば
、

身近
みぢか

なところの支援
しえん

は必 要
ひつよう

。  

・ 相 談
そうだん

支援
しえん

について、地
ち

活
かつ

の相 談
そうだん

支援
しえん

は使
つか

いづらい。何
なに

かあったときにどこ

に相 談
そうだん

すればよいのか分
わ
からない。 

・ 特 定
とくてい

のところに所 属
しょぞく

しない人
ひと

に何
なに

かあった時
とき

、どこに相 談
そうだん

に行
い
けば良

よ
いの

か、あるいは単
たん

に行 政
ぎょうせい

の人
ひと

とか、ピアカウンセリング
ぴ あ か う ん せ り ん ぐ

とか、そういった機能
きのう

を盛
も
り

込
こ
む必 要

ひつよう
がある。 

  ・ 身近
みぢか

なところで 相 談
そうだん

を受
う
けられることから、たまり場

ば
の機能

きのう
は 必 要

ひつよう
。

ワンストップ
わ ん す と っ ぷ

で、つながっていくことが重 要
じゅうよう

。 

（ 現 行
げんこう

の介護
かいご

給 付
きゅうふ

、訓 練
くんれん

等
とう

給 付
きゅうふ

と地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

という区分
くぶん

について、

また、総 合
そうごう

福 祉 法
ふくしほう

での支援
しえん

体 系
たいけい

のあり方
かた

について） 

・ 介護
かいご

給 付
きゅうふ

と 訓 練
くんれん

等
とう

給 付
きゅうふ

は分
わ
ける必 要

ひつよう
はなく、一 本 化

いっぽんか
ということで良

よ
い。

  

  ・ 地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

の 全
すべ

てのサービス
さ ー び す

を個別
こべつ

給 付
きゅうふ

にするのは無理
む り

があると

思
おも

う。 

・ 地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

と個別
こべつ

給 付
きゅうふ

の関 係
かんけい

については、法
ほう

の中
なか

で、どのよう
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な形
かたち

で報 酬
ほうしゅう

を決
き
めていくかを考

かんが
えていかなければならない。 

・ 現 行
げんこう

の 体 制
たいせい

にとらわれる 必 要
ひつよう

がなくサービス
さ ー び す

体 系
たいけい

を組
く
み立

た
て 直

なお
す 中

なか
で

制度
せいど

・施策
せさく

を考
かんが

える必 要
ひつよう

がある。人
ひと

による直 接
ちょくせつ

の支援
しえん

は、義務
ぎ む

経費
けいひ

である。

相 談
そうだん

支援
しえん

は個別
こべつ

支援
しえん

計 画
けいかく

やケアプラン
け あ ぷ ら ん

作 成
さくせい

を義務付
ぎ む づ

けることにより、相 談
そうだん

件 数
けんすう

によって個別
こべつ

給 付
きゅうふ

になることも考
かんが

えられる。 

・ 今
いま

のサービス
さ ー び す

体 系
たいけい

の枠組
わくぐ

みから 考
かんが

えるのではなく、支援
しえん

の 内 容
ないよう

や支援
しえん

の

方 法
ほうほう

といった視点
してん

から考
かんが

えていくべきだ。 

・ 個別
こべつ

支援
しえん

（出来高払
できだかばら

い）ではなく定 額
ていがく

払
はら

いとすることで、安 心
あんしん

して事 業
じぎょう

を

任
まか

せられる面
めん

がある。サービス
さ ー び す

の質
しつ

に合
あ
わせ、どういった形

かたち
でサービス

さ ー び す
を提

てい
供

きょう
す

るべきかという視点
してん

を大事
だいじ

にした方
ほう

が良
よ
い。 

・ 定 額
ていがく

払
はら

いに適
てき

した支援
しえん

だけではなく、個別
こべつ

給 付
きゅうふ

に適
てき

した支援
しえん

を重
かさ

ねて使
つか

うことで、利 用 者
りようしゃ

のニーズ
に ー ず

に応
おう

じた一 定
いってい

の支援
しえん

が行
おこな

える。 

・ 地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

に個別
こべつ

給 付
きゅうふ

するべきものが入
はい

っていたので、取
と
り扱

あつか
い

がはっきりしなくなった。 

 

（ 現 行
げんこう

の訓 練
くんれん

等
とう

給 付
きゅうふ

について、また、自立
じりつ

訓 練
くんれん

（機能
きのう

訓 練
くんれん

・ 生 活
せいかつ

訓 練
くんれん

）

のあり方
かた

について） 

・ 標 準
ひょうじゅん

利用
りよう

期間
きかん

の設 定
せってい

については、利 用 者
りようしゃ

個々人
ここじん

の状 況
じょうきょう

や契 約
けいやく

の内 容
ないよう

に

従
したが

ってもらえれば良
よ
いので、必 要

ひつよう
無
な
いのではないか。 

・ プログラム
ぷ ろ ぐ ら む

の 検 証
けんしょう

の 問 題
もんだい

。きちんとした 計 画
けいかく

があって、しっかりと 実 行
じっこう

・

検 証
けんしょう

されていれば良
よ
いと思

おも
う。 

 ・ 自立
じりつ

訓 練
くんれん

については、自立
じりつ

生 活
せいかつ

に向
む
けてのＡＤＬの訓 練

くんれん
や、学 校

がっこう
卒 業 後
そつぎょうご

のトレーニン
と れ ー に ん

グ
ぐ
といった利用

りよう
の仕方

しかた
があるため、これは期限

きげん
有
あ
りの支援

しえん
とも考

かんが
えら

れる。 

 

（生 活
せいかつ

介護
かいご

、療 養
りょうよう

介護
かいご

も含
ふく

めた日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

支援
しえん

体 系
たいけい

の在
あ
り方

かた
について） 

（日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

サービス
さ ー び す

体 系
たいけい

） 

  ・ 日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

サービス
さ ー び す

の 事 業
じぎょう

体 系
たいけい

は、できる 限
かぎ

りシンプル
し ん ぷ る

な 体 系
たいけい

にする

必 要
ひつよう

がある。この点
てん

については、全 員
ぜんいん

異論
いろん

がない。 
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  ・ 支 給
しきゅう

決 定
けってい

や報 酬
ほうしゅう

の仕組
し く

みに影 響
えいきょう

されるが、デイアクティビティセンタ
で い あ く て ぃ び て ぃ せ ん た

ーの

ようなシンプル
し ん ぷ る

な 体 系
たいけい

でサービス
さ ー び す

を 提
てい

供
きょう

することができる仕組
し く

みが 望
のぞ

ましい。

定 員
ていいん

の問 題
もんだい

は、地方
ちほう

の小 規 模
しょうきぼ

作 業 所
さぎょうじょ

や小
ちい

さな事 業 所
じぎょうしょ

では本 当
ほんとう

に５人
にん

からやれる仕組
し く

みにしないと、事 業
じぎょう

を行
おこな

えるのかどうか。 

  ・ 多機能型
たきのうがた

という仕組
し く

みが、様 々
さまざま

なサービス
さ ー び す

を身近
みぢか

な場所
ばしょ

で受
う
けることを可能

かのう
に

した。デイアクティビティセンタ
で い あ く て ぃ び て ぃ せ ん た

ーにおいては、 本 当
ほんとう

にサービス
さ ー び す

が 提 供
ていきょう

できる

基 準
きじゅん

が担
たん

保
ほ
されるのかどうか。基 準

きじゅん
やルール

る ー る
は必 要

ひつよう
。 

  ・ 基 準
きじゅん

やルール
る ー る

については、ガイドライン
が い ど ら い ん

やモデル
も で る

形 成
けいせい

により示
しめ

せば良
よ
いのでは

ないか。 

  ・ デイアクティビティセンタ
で い あ く て ぃ び て ぃ せ ん た

ーの基 準
きじゅん

や制度
せいど

を定
さだ

めたうえで、そのチェック
ち ぇ っ く

につい

てはモニタリング
も に た り ん ぐ

や通 報
つうほう

等
とう

の制度
せいど

の下
もと

で行
おこな

っていくこととなる。 

  ・ 施設
しせつ

を類 型 化
るいけいか

して、職
しょく

員 数
いんずう

の最 低
さいてい

基 準
きじゅん

を定
さだ

めるべきではないか。 

  ・ サービス
さ ー び す

のメニュー化
め に ゅ ー か

が必 要
ひつよう

。ただし、実 際
じっさい

の支援
しえん

の中
なか

では一人
ひとり

ひとりに合
あ
わ

せた支援
しえん

は必 要
ひつよう

。 

  ・ サービス
さ ー び す

をどれだけ使
つか

えるか、時間
じかん

の基 準
きじゅん

も必 要
ひつよう

。 

  ・ サービス
さ ー び す

体 系
たいけい

については、類 型 化
るいけいか

する場合
ばあい

と 一
ひと

つにする場合
ばあい

との 両 論
りょうろん

を

併記
へいき

する。また、いつまでも利 用 者
りようしゃ

を集
あつ

めるという考
かんが

え方
かた

ではなく、その地域
ちいき

で

障 害 者
しょうがいしゃ

が 何 人
なんにん

いるかを把握
はあく

し、 職 員
しょくいん

が出向
で む

いていくア
あ
ウ
う
ト
と
リ
り
ー
ー
チ
ち

型
がた

という

発 想
はっそう

は 必 要
ひつよう

である。 社 会
しゃかい

福 祉 法
ふくしほう

の 定 員
ていいん

基 準
きじゅん

である１０ 人
にん

を 下 回
したまわ

る

支援
しえん

を考
かんが

える場合
ばあい

でも重 要
じゅうよう

である。 

 

（地域
ちいき

活 動
かつどう

支援
しえん

センタ
せ ん た

ー）  

  ・ 地域
ちいき

活 動
かつどう

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーの 活 動
かつどう

支援
しえん

を 軸
じく

にしているところに 関
かん

しては、

デイアクティビィティ
で い あ く て ぃ び ぃ て ぃ

ーに、 相 談
そうだん

も実施
じっし

しているⅠ 型
かた

のセンタ
せ ん た

ーは 相 談
そうだん

支援
しえん

事 業 所
じぎょうしょ

にすればよい。 

  ・ 個別
こべつ

給 付
きゅうふ

の 判 定
はんてい

を受
う
ける 前

まえ
の方

かた
向
む
けのたまり場

ば
として、自治体

じちたい
の 裁 量

さいりょう
で

実施
じっし

できる地域
ちいき

活 動
かつどう

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーはあってもよいのでは。 

・ 地域
ちいき

活 動
かつどう

支援
しえん

センタ
せ ん た

ーは、個別
こべつ

給 付
きゅうふ

の有無
う む

に関
かか

わらず利用
りよう

できるもの。個別
こべつ

給 付
きゅうふ

の補完
ほかん

機能
きのう

でない。 
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  ・ こちらも両 論
りょうろん

併記
へいき

でよいのでは。個別
こべつ

給 付
きゅうふ

を受
う
けなくても気楽

きらく
に利用

りよう
できる場

ば

があってもよい。たまり場
ば
であり、活 動

かつどう
もできるという、いわゆる自由

じゆう
に何

なに
でもで

きるという形
かたち

も考
かんが

えられる。 

  

（短期
たんき

入 所
にゅうしょ

・日 中
にっちゅう

一時
いちじ

支援
しえん

） 

  ・ 日 中
にっちゅう

一時
いちじ

支援
しえん

については、かつての日帰
ひがえ

りショート
し ょ ー と

、あるいはタイムケア
た い む け あ

という

形
かたち

で短期
たんき

入 所
にゅうしょ

にまとめる。タイムケア
た い む け あ

は重 要
じゅうよう

。 

  ・ 事 業 所
じぎょうしょ

がやっていないとき 日 中
にっちゅう

預
あず

かる場
ば
が欲

ほ
しい、土日

どにち
預
あず

かってほしいと

いう場合
ばあい

が 考
かんが

えられる。ただし、 預
あず

かりだけでなく、 本 人
ほんにん

の希望
きぼう

により 日 中
にっちゅう

一時
いちじ

支援
しえん

で訓 練 的
くんれんてき

な要素
ようそ

を行
おこな

う場合
ばあい

もあるため、一 概
いちがい

に定義付
ていぎづ

けは難
むずか

しい。 

 

（これまで地域
ちいき

移行
いこう

の 障 壁
しょうへき

になってきた 住 宅
じゅうたく

問 題
もんだい

を解
かい

決
けっ

するための、具 体 的
ぐたいてき

な

方 策
ほうさく

について） 

・ 「高 齢 者
こうれいしゃ

の居 住
きょじゅう

の安 定
あんてい

の確保
かくほ

に関
かん

する法 律
ほうりつ

」と同 様
どうよう

に、法
ほう

制度
せいど

でし

っかり位置
い ち

づけた 上
うえ

で、 障 害 者 向
しょうがいしゃむ

けの 住 宅
じゅうたく

が地
ち

域 内
いきない

で確保
かくほ

されるような

方 策
ほうさく

を推 進
すいしん

していく必 要
ひつよう

がある。 

 

（地域
ちいき

での住
す
まいの確保

かくほ
の方 策

ほうさく
として公 営

こうえい
住 宅
じゅうたく

への優 先 枠
ゆうせんわく

を広
ひろ

げることについ

て） 

・ どんどん 広
ひろ

げるべき。１つの 建 物
たてもの

に 障 害
しょうがい

のある 方
かた

が 集
あつ

まるのも不自然
ふしぜん

。

民 間
みんかん

の住 宅
じゅうたく

についても進
すす

めていくべきである。 

 

（公 営
こうえい

住 宅
じゅうたく

が質 量
しつりょう

共
とも

に不足
ふそく

する現 実
げんじつ

がある中
なか

で、障 害
しょうがい

がある人
ひと

のアパート
あ ぱ ー と

な

どの 一 般
いっぱん

住 宅
じゅうたく

の確保
かくほ

の 為
ため

の 対 応
たいおう

について（家賃
やちん

等
とう

の 軽 減
けいげん

策
さく

や借
か
り上

あ
げ 型

かた

賃 貸
ちんたい

住 宅
じゅうたく

等
とう

）） 

・ 民 間
みんかん

住 居
じゅうきょ

への入 居
にゅうきょ

促 進
そくしん

のため、家賃
やちん

補助
ほじょ

や住 宅
じゅうたく

手当
てあて

の創 設
そうせつ

が望
のぞ

ま

しい。また、 住 居
じゅうきょ

提 供 者
ていきょうしゃ

に 対
たい

する 経 済 的
けいざいてき

支援
しえん

策
さく

や 優 遇
ゆうぐう

策
さく

を 講
こう

じる

必 要
ひつよう

がある。 

・  グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

等
とう

の整備
せいび

に 際
さい

し、用途
ようと

を 寄 宿 舎
きしゅくしゃ

とした場合
ばあい

、 建 築
けんちく
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基 準 法 上
きじゅんほうじょう

の 基 準
きじゅん

が 厳
きび

しくなる。 一 般
いっぱん

住 宅
じゅうたく

として取
と
り 扱

あつか
っていくという

スタンス
す た ん す

。 

・ 地域
ちいき

の理解
りかい

は必 要
ひつよう

であるが、一 般
いっぱん

住 宅
じゅうたく

を建
た
てるのに、地域

ちいき
住 民
じゅうみん

に同 意 書
どういしょ

を取
と
るのはおかしい。事 業 所

じぎょうしょ
に負担

ふたん
を求

もと
めるのはおかしい。 

・ 高 齢 者
こうれいしゃ

の分野
ぶんや

では、事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

に地域
ちいき

住 民
じゅうみん

に説 明
せつめい

するよう、行 政
ぎょうせい

もお願
ねが

いをしている。地域
ちいき

で生 活
せいかつ

していくために、地域
ちいき

の理解
りかい

が必 要
ひつよう

。住 民
じゅうみん

の同意
どうい

なく、介護
かいご

はＧＨをどんどん作
つく

った後
あと

で地域
ちいき

住 民
じゅうみん

と軋 轢
あつれき

が生
しょう

じた。地域
ちいき

での

住 民
じゅうみん

の理解
りかい

を広
ひろ

げていくことが必 要
ひつよう

。 

 

（居 住
きょじゅう

サポート
さ ぽ ー と

事 業
じぎょう

の評 価
ひょうか

とさらに必 要
ひつよう

とされる機能
きのう

・役 割
やくわり

について） 

  ・ 居 住
きょじゅう

サポート
さ ぽ ー と

の重 要 性
じゅうようせい

についてはわかるが、これに２４時間
じかん

支援
しえん

をつけるな

ど、無理
む り

のある事 業
じぎょう

となっている。 

  ・ 居 住
きょじゅう

サポート
さ ぽ ー と

の機能
きのう

は重 要
じゅうよう

であるため、単 独
たんどく

で 行
おこな

うではなく、相 談
そうだん

支援
しえん

と一 体 的
いったいてき

に行
おこな

うなど、何
なん

らかの支援
しえん

策
さく

として整理
せいり

する必 要
ひつよう

がある。 

 

（グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

とケアホーム
け あ ほ ー む

について、現 状
げんじょう

の問 題 点
もんだいてん

と今後
こんご

のあり方
かた

について） 

（グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

・ケアホーム
け あ ほ ー む

） 

  ・ 制度
せいど

名 称
めいしょう

をグループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

に統
とう

一
いつ

することでよい。また、個別
こべつ

給 付
きゅうふ

なので

支援
しえん

のニーズ
に ー ず

が 高
たか

い 人
ひと

にはそれなりの 報 酬
ほうしゅう

をつける。 定 員
ていいん

については、

標 準 的
ひょうじゅんてき

には４～５人
にん

の尐 人 数
しょうにんずう

とする。家 庭 的
かていてき

な雰囲気
ふんいき

というグループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

の基本
きほん

に立
た
ち戻

もど
るべき。 

    また、グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

で 提
てい

供
きょう

するサービス
さ ー び す

機能
きのう

とパーソナル
ぱ ー そ な る

な支援
しえん

は別
べつ

とすべ

き。 

  ・ 個別
こべつ

の必 要 性
ひつようせい

に応
おう

じてホームヘルプ
ほ ー む へ る ぷ

などをつけていくことが必 要
ひつよう

。 

  ・ グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

の世話人
せわにん

については、グループ
ぐ る ー ぷ

指導
しどう

するという専 門 性
せんもんせい

を認
みと

めて、

報 酬
ほうしゅう

の引
ひ
き上

あ
げを行

おこな
うべき。 

  ・ この形
かたち

で整理
せいり

していけば、障 害
しょうがい

の重
おも

い方
かた

についても利用
りよう

できるようになる。 

 

（福祉
ふくし

ホーム
ほ ー む

） 
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  ・ 場
ば
の提 供

ていきょう
であり、住 宅

じゅうたく
保 障
ほしょう

であるため個別
こべつ

給 付
きゅうふ

にする必 要
ひつよう

はない。支援
しえん

については、本 来
ほんらい

の個別
こべつ

給 付
きゅうふ

である訪 問
ほうもん

系
けい

のサービス
さ ー び す

でやってもらえばよい。 

  ・ 住 所 地
じゅうしょち

特 例
とくれい

が適 用
てきよう

となっており、お金
かね

の入
はい

り方
かた

が違
ちが

うため 運 営
うんえい

する

ところは住 所 地
じゅうしょち

特 例
とくれい

の 按 分
あんぶん

の費用
ひよう

負担
ふたん

のため、 大 変
たいへん

だという 声
こえ

を聞
き
く。

ケアホーム
け あ ほ ー む

に転 換
てんかん

しているものもあるが、身 障
しんしょう

系
けい

はケアホーム
け あ ほ ー む

になると300時間
じかん

、

450時間
じかん

の 重 度
じゅうど

訪 問
ほうもん

介護
かいご

が使
つか

えないから福祉
ふくし

ホーム
ほ ー む

のままで障 害
しょうがい

の重
おも

い人
ひと

を支
ささ

えようとしているところもある。「地域
ちいき

生 活
せいかつ

支援
しえん

事 業
じぎょう

の見直
みなお

しと自治体
じちたい

の

役 割
やくわり

」チーム
ち ー む

とのすり合
あ
わせが必 要

ひつよう
である。 

  


